
脱炭素先行地域について

上田市環境政策課
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上田市の地球温暖化対策_取組経過
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年月 内容

2021年
2月

「上田市気候非常事態宣言～光・緑・人の力で目指す2050ゼロカーボンシティうえだ～」を表明
2050年におけるCO2排出の実質ゼロ（ゼロカーボンシティ）を目指す

2021年
3月

上田市地球温暖化対策地域推進計画を策定
計画期間：2021年度～2027年度
目標値：2027年度 CO2排出量24.7％削減（2013年度比）

2021年
11月

上田市ゼロカーボンシティ推進本部を設置

2023年
3月

上田市地球温暖化対策地域推進計画を改定
計画期間：2021年度～2030年度
目標値：2030年度 CO2排出量57％削減（2013年度比）

2050年度 CO2排出量実質ゼロ

2023年
11月

脱炭素先行地域（第4回）に選定
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資料２→
参照

・計画期間：令和6年度～令和10年度（5年間）
・総事業費：約55.5億円
・交付金額：約36.6億円（交付率：原則2/3）
※多くの事業は、新たに設立する地域エネルギー会社が実施主体で行う予定 5
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脱炭素先行地域の計画内容_別所線関連

大学前駅

沿線自治会
(下之郷・東五加・下本郷)

ローカル鉄道と市民がともに支え合う「ゼロカーボン×交通まちづくり」

自治会エリアにおいて
別所線利用促進策・
移動利便性向上策
を同時展開

将来的に沿線全体・市内に
取組を展開

別所線の
ゼロカーボン運行

中野駅

沿線自治会
(中野・上本郷・十人)

鉄道用送電設備を活用した
自営線マイクログリッド

塩田町駅

別所温泉駅
べっしょおんせん

下之郷駅

地域エネルギー会社による
エネルギーマネジメント

別所線沿線で脱炭素化の取組を展開し、

「別所線の維持活性化」「沿線住民の暮らしの質の向上」

を実現する「公共交通を軸とした持続可能なまちづくり」

の先進モデルを目指す

脱炭素先行地域で目指すビジョン

至長野

至東京

上田駅
うえだ

●鉄道用送電設備を活用した自営線による再エネ供給

●地域エネルギー会社による地域内再エネの小売供給

●沿線住民の行動変容促進
①電力契約に応じて乗車時に利用できるポイントを付与
②自治会と連携したモビリティ・マネジメント
③二次的移動手段の充実

別所線のゼロカーボン運行＝電気代削減
生活・交通の低炭素化
別所線利用促進＝運賃収入増 6


